石狩市公立小中学校事務職員第２６回学校間連携会議
２０１１年１０月１４日　
於：石狩市庁舎２０１号会議室
１．議長挨拶
２．経過報告
　９月３０日（金）
石教研二次集会レポートアップ（実践交流のページ）
３．協議題
（１）「提言２０１１」に向けて・その１　～　別紙１
　　　
（２）「学校財政に関する調査」報告について　～　別紙2
（３）修学旅行経費に関する分析と交流　～　別紙３

４．連絡事項

＜別紙１＞「提言２０１１」に向けて・その１
１．予定されているテーマ

（１）「学校予算の提案の充実について」（仮題）
【概要】

　過去3年間にわたって、学校配分予算など学校予算について各学校の状況を交流してきたが、今年度の夏季研修会において、学校配分予算の提案の仕方などについて交流論議を行った。その内容については、夏季研修会報告としてホームページにアップ済みであるが、その報告に沿って提言を行う。具体的には、備考欄を活用し予算の前年度比較増減の説明や決算増減の説明を充実させるとりくみについて提言を行う。
（２）「年度末反省の充実について」（仮題）
【概要】

　年度末反省については連携会議として今年度夏季研修会で初めて取り上げたテーマである。夏季研修会報告にあるように、学校評価の法制度化に伴い学校事務業務に関する反省評価事項が非常に少なくなっており、1年間を振り返った反省評価・校内論議が不十分な状況であると判断できる。したがって年度末反省の重要性について再確認を促し各学校の年度末反省をより充実させるとりくみについて提言を行う。
２．今後検討するテーマ

　上記以外については、全メンバーから意見を募り、以後の連携会議で提起する。
３．今後の作業について

　（１）提言２００９及び２０１０の改訂
提言後の情勢変化や新たに判明したことなどに基づき改訂作業を行う。
（２）提言２０１１について
「学校予算の提案の充実について」及び「年度末反省の充実について」は、夏季研修会当時の状況調査の精度を上げるため、全校からの資料提出を求める。（2010年度決算報告、2011年度予算案、2010年度学校評価）
＜別紙２＞「学校財政に関する調査」報告について

各　学　校　長　様
石狩市公立小中学校事務職員協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　品　田　忠　嗣
「教育財政に関する調査」の報告とお礼
　冬本番も間近となりましたが、貴職におかれましては益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。
さて、「平成２４年度石狩市教育予算要望書（市内小中学校分）」の作成にあたり、石教振事務部会
が担当する学校配分予算のとりまとめに係わり実施した「教育財政に関する調査」につきましては、
学校行事等ご多忙中にもかかわらずご協力いただきましたことに深く感謝申し上げます。
　当協議会としては、研究活動の一環として長年とりくんできた学校財政財務に関する調査研究の観
点から、主体組織である石教振事務部会及び市事務職員連携会議と一体的にこの調査にかかわってき
た経過もあり、昨年に引き続き報告資料の作成を担当させていただくこととなりました。
　本調査は、今年で２回目とりくみではありますが、調査方法等についてはまだまだ不十分な点があり、さらに研究を重ねる必要を感じております。しかしながら、各学校の教職員のみなさんの率直なご意見をいただくことが出来、学校環境整備や学校財政の確立をすすめる上で参考となる貴重なデータも得ることができました。

　次年度以降につきましても、皆様方の負担にならないよう留意しつつ、子どもたちの学校生活をより充実させる観点から引き続き調査内容の充実と調査結果の活用を図るべくとりくみをすすめて行きたいと考えております。
　つきましては、本調査にご協力いただいた皆様にも感謝申し上げ、本報告書をもってお礼に代えさせていただきます。

２０１０年１１月

１．学校財政に関する調査の目的

　本調査を通じて、事務職員以外の教職員の視点から学校財政の現状と課題を分析し、予算要望活動に反映させるとともに、研究推進のための資料とする。

２．調査対象者の各校割り振り

	調査対象職種
	規模１
	規模２
	規模３

	小学校教諭で学級担任
	望来１・厚田２・聚富３・浜益４・石狩５・生振６　
	八幡１・双葉２・花川３・紅南４・緑苑台５と６
	花川南１と３と５
南線２と４と６

	中学校教諭で教科担当
	聚富（国）・厚田（社）・浜益（数）
	石狩（理・英・音）
	花川南(技家・国・社)

花川北（数・理・英）

花川（音・技家・国）

樽川(社・数・理)

	養護教諭：小
	浜益・厚田
	紅南・南線

	養護教諭：中
	浜益・厚田
	花川・花川南

	図書館司書
	双葉・南線

	＜参考調査＞小・中学校教諭で旅行的行事の引率者
	全校（一行事につき1名）


　（１）調査手順



①質問用紙は各校事務職員から配付しますので、回答記入後事務職員に提出してください。



②回答をお願いする方は、事務職員からお願いすることになっています。

　（３）調査期間



調査用紙配布日から7月２０日（水）まで

＜以下、調査用紙を掲載します（ここでは省略）＞
	調査結果の分析
	
	
	
	
	
	
	

	１、教室環境整備について（集計対象：小学校教諭）
	　
	　
	　
	　

	（１）特別教室の教室環境整備についての満足度
	　
	　
	　
	　

	　全体を通しての満足度は「満足」「まあ満足」５２％、「やや不満」「大変不満」４８％と拮抗している。が、個別に見ていくと屋外施設の満足度が若干低くなっている。（体育館４７％、グラウンド４１％、プール４５％）不満、やや不満の理由はどの教室・施設も共通して「施設･設備の状態」が多く、老朽化や汚れなどが原因であると考えることができる。様々なその学校特有の意見も出てきているので調査結果を参考に点検や見直しをしていくことが必要である。
　また今年度初めてグラウンドを単独で調査したが、小石が浮く、水がたまる、こけが生えるなど土の状態に関しての不満が多く見受けられた。

	

	

	

	

	

	

	２、教科に関連する整備状況について（集計対象：中学校教諭）
	　
	　
	　

	（１）教科で使用する教材備品の整備状況に対する満足度
	　
	　
	　

	　不満足度が９割を超えており、かなりの不満が見てとれる。その主な要因は希望してもなかなか整備されない現状、すなわち予算の不足によるものと考えられる。このことは直ちに解決することは難しく、当面の手立てとしては従前の各校のランキング表への確実な記載を進めていくことが重要である。

	

	

	（２）特別教室の教室環境整備についての満足度
	　
	　
	　
	　

	　満足度は２割強である。理由は「施設が汚い」「机･椅子の老朽化」「カーテンが古い」のような老朽化に関わるものや「教室が狭い」「棚が狭い」等多岐にわたっており、各校とも、今困っているがすぐに解決できないジレンマを抱えていると思われる。

	

	

	３、保健室の整備状況について
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	（１）保健室の設備・備品・消耗品の整備状況に対する満足度（集計対象：養護教諭）
	　

	　保健室の整備状況に対する満足度は１３％とかなり低い。主だった課題としては「必要な備品の不足」が最も多く、「暗い」「狭い」などスペース等の不備が続いている。現状を知ってもらうと共に前年度同様に保健室環境について論議を深めていただきたい。

	

	

	４、学校財政全般について（集計対象：回答者全員）
	　
	　
	　
	　

	（１）印刷経費についての考え方
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　回答者の９６％が印刷経費の不足を感じている。これ以上の節減は無理という回答は合計で５５％。配分予算増を要望しているが具体的な配分増は行われておらず、我慢や工夫をしながら何とかしているのが現状である。

	

	

	（２）保護者負担についての考え方
	　
	　
	　
	　
	　

	　「保護者負担は減らすべきだが、保護者が負担すべき経費もある」「ある程度の保護者負担は、教育上必要である」「公費による予算措置が不十分なので、保護者負担も仕方がない」の負担３兄弟の数値も「保護者負担をなくすために教育費の大幅アップが必要」「できるだけ負担を軽くする努力が必要」の数値も前年度ほとんど変わらない。ということは、前年とさほど状態は変わっていないと考えられる。引き続き調査等を行いながら、現状を把握し教育予算増を目指して行かなければならない。

	

	

	

	


＜次ページにグラフが掲載されます（ここでは省略）＞
<別紙３>修学旅行経費に関する調査速報と交流
　
　25回会議での交流を受け、各校に経費内訳書を提出してもらい、事務局で資料化を行いました。その結果現時点で気のついたことを整理してみました。（集計資料は当日事務局から配付します）
①児童生徒集金額と、業者支払額に差がある場合は、その差額がどのように使われているか、引き続き調査してみたい。
②児童生徒集金額と支払い額の関係はほぼ整理されたが、引率者の集金額（校内的にいくら集金しているか）が不明。（児童生徒の決算報告はあるが、引率者の部分が分からない。）

③就学援助費給付額との関係については、給付額の数字が入っていないので、これを入れて分析する。

④旅行業者によって、リゾートの食事付入園料について、業者によって弁当代ではなく、見学料に参入しているものもある。ただし、このことで就学援助申請額に影響があるとは考えにくい。
　






